
      

第
二
章 

名
勝 

・ 

古
墳 
・ 
遺
跡 
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第
一
節 

名
勝 

 
❒
人
見
神
社
展
望
所
（
人
見
） 

周
西
丘
陵
の
西
端
、
標
高
六
七
．
三
ｍ
の
人
見

神
社
境
内
に
立
地
し
て
い
る
。
一
八
〇
度
の

大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
る
東
京
湾
、
対
岸
に
聳

え
た
つ
霊
峰
富
士
の
眺
望
は
圧
巻
で
最
近

「
ち
ば
眺
望
一
〇
〇
景
」
に
指
定
さ
れ
た
。 

見
頃
は
冬
季
、
ま
た
は
強
風
が
吹
き
荒
れ

た
翌
日
な
ど
で
気
象
条
件
に
よ
り
大
き
く
左

右
さ
れ
る
。
特
に
冬
場
晴
天
の
早
朝
時
は
見 

            

                

事
で
感
動
を
飛
び
越
え
畏
敬
の
念
を
覚
え
る
。 

富
士
山
か
ら
右
に
目
を
転
じ
る
と
対
岸
は 

横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
・
ベ
イ
ブ
リ
ッ

ジ
。
北
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
・
東
京
ゲ
ー

ト
ブ
リ
ッ
ジ
。
西
は
三
浦
半
島
、
湾
入
口
に 

は
伊
豆
大
島
の
島
影
が
薄
っ
す
ら
と
望
め
る
。 

湾
の
左
は
砂
觜
（
サ
シ
）
が
伸
び
る
富
津 

岬
。
境
内
の
南
西
側
も
視
界
が
開
け
、
眼
下

に
は
小
糸
川
を
跨
ぐ
ＪＲ
鉄
道
橋
。
視
線
の
遠

く
に
白
亜
の
東
京
湾
観
音
、
そ
の
左
に
三
舟

山
・
鹿
野
山
の
山
並
が
見
え
る
。 

湾
内
は
コ
ン
テ
ナ
船
・
タ
ン
カ
ー
・
艦
船

な
ど
の
海
上
航
路
。
空
は
羽
田
国
際
空
港
を

離
着
陸
す
る
航
空
機
が
頻
繁
に
飛
び
交
う
空

路
で
、
夜
景
も
楽
し
め
る
周
西
地
区
極
め
つ

け
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
。 

              

人見神社展望所 

横浜方面（ランドマークタワー） 

 鳥居と霊峰富士（歌川広重風） 
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❒
大
関
池
・
新
関
池
（
君
津
台
） 

周
西
地
区
唯
一
の
自
然
の
宝
庫
。
珍
し
い

植
物
や
昆
虫
、
鳥
類
が
見
ら
れ
る
。 

春
、
桜
花
が
堰
を
彩
り
、
雑
木
林
に
つ
り

下
が
る
藤
花
が
水
面
に
揺
れ
る
。
や
が
て
鶯

の
さ
え
ず
り
が
谷
間
に
響
き
渡
り
、
カ
ワ
セ

ミ
の
ホ
バ
リ
ン
グ
に
見
と
れ
追
い
か
け
て
い

る
と
、
春
が
つ
か
の
間
に
通
り
過
ぎ
て
い
く
。 

夏
、
新
関
池
で
は
葉
の
半
分
が
白
く
、
長 

                       

                  

く
う
な
だ
れ
る
よ
う
な
花
穂
を
つ
け
た
ハ
ン

ゲ
シ
ョ
ウ
が
群
生
す
る
。
水
面
を
蝶
の
よ
う

に
舞
う
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
や
コ
シ
ア
キ
ト
ン

ボ
・
オ
ニ
ヤ
ン
マ
も
見
ら
れ
、
池
で
は
ハ
ゴ

ロ
モ
モ
・
ヒ
シ
・
ガ
ガ
ブ
タ
な
ど
の
水
草
が

東京スカイツリー・東京ゲートブリッジ 

新関谷池 

大関谷池 

カワセミ 

ヨシキリ ガガブタ 

ハンゲショウ チョウトンボ 

コシアキトンボ 



68 
 

花
を
咲
か
せ
、
セ
ミ
の
合
唱
が
は
じ
ま
る
。

渡
り
鳥
の
ヨ
シ
キ
リ
が
葦
に
つ
か
ま
り
、
力

一
杯
声
を
張
り
あ
げ
「
ギ
ョ
ギ
ョ
シ
・
ギ
ョ

ギ
ョ
シ
…
…
」
と
鳴
き
叫
ぶ
。 

や
が
て
冬
、
池
は
カ
ル
ガ
モ
・
オ
オ
バ
ン
・

オ
カ
ヨ
シ
ガ
モ
・
ホ
シ
ハ
ジ
ロ
な
ど
の
渡
り

鳥
で
賑
わ
う
。
開
発
前
の
君
津
台
は
、
狐
や

狸
、
雉
や
山
鳩
な
ど
の
猟
場
で
「
鉄
砲
撃
ち
」

の
話
を
古
老
か
ら
よ
く
聞
い
た
。 

❒
君
津
緩
衝
緑
地
（
坂
田
） 

公
害
防
止
事
業
団
が
君
津
都
市
計
画
事
業

の
一
環
と
し
て
昭
和
五
三
年
六
月
か
ら
二
年

一
〇
ヵ
月
を
費
や
し
、
臨
海
工
業
地
帯
と
市

街
地
と
の
間
に
完
成
し
た
都
市
計
画
緑
地
。 

完
成
後
は
君
津
市
に
移
譲
さ
れ
、
昭
和
五

六
年
七
月
一
日
開
設
し
た
。
そ
の
後
、
指
定

管
理
者
制
に
な
り
平
成
二
八
年
度
は
三
幸
株

式
会
社
が
管
理
し
て
い
る
。 

施
設
は
、
管
理
事
務
所
・
ス
ポ
ー
ツ
広
場

（
野
球
場
、
そ
の
他
）・
芝
生
広
場
（
野
外
ス

テ
ー
ジ
、
あ
ず
ま
や
）・
坂
田
東
広
場
・
坂
田

広
場
・
キ
ャ
ン
プ
場
・
大
和
田
広
場
・
人
見

広
場
が
あ
り
、
既
存
の
樹
林
を
生
か
し
た
延

長
約
二
㎞
、
巾
四
〇
～
二
〇
〇
ｍ
の
緑
地
帯

が
あ
る
。
周
辺
一
帯
は
環
境
保
全
に
配
慮
さ

れ
た
緑
地
帯
で
市
民
の
散
策
や
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
（
施
設
利
用
は
一
部
有
料
）
。 

             

坂
田
東
広
場
は
五
、
〇
〇
〇
㎡
の
キ
ャ
ン

プ
場
と
芝
生
広
場
を
併
せ
て
一
四
、
〇
〇
〇

㎡
で
、
男
女
ト
イ
レ
や
四
阿
（
ア
ズ
マ
ヤ
）

も
完
備
さ
れ
て
い
る
。
キ
ャ
ン
プ
場
は
か
ま

ど
三
基
と
炊
事
場
が
あ
り
周
西
の
身
近
な
里

山
と
し
て
森
林
浴
が
楽
し
め
る
。 

                   

❒
小
糸
川
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
（
人
見
） 

周
西
の
小
糸
川
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、

堰
下
公
園
・
周
西
公
民
館
・
人
見
保
育
園
・

人
見
大
橋
（
通
称
亀
橋
）・
周
西
橋
ま
で
の
右

坂田東広場キャンプ場 

芝生広場付近 
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岸
に
あ
る
。 

冬
か
ら
春
に
向
か
う
天
気
の
良
い
日
は
朝

霧
が
見
ら
れ
る
。
ゆ
っ
た
り
と
岸
辺
の
葦
や

楊
の
木
を
包
み
込
む
光
景
は
、
一
幅
の
水
墨

画
を
見
る
よ
う
だ
。
や
が
て
、
朝
日
が
昇
り

始
め
黄
金
色
の
光
と
影
で
見
事
な
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
作
る
。
早
起
き
は
三
文
得
す
る
自
然

の
恵
み
だ
。
春
は
桜
の
ト
ン
ネ
ル
。
川
に
は

水
鳥
が
集
い
ウ
グ
イ
ス
・
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
囀 

り
が
響
く
と
コ
イ
や
フ
ナ
の
産
卵
が
は
じ
ま 

             

                       

り
河
岸
で
は
黄
菖
蒲
・
ノ
イ
バ
ラ
。 

初
夏
を
迎
え
る
頃
は
植
え
込
み
に
サ
ツ
キ

が
咲
き
ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
が
行
き
か
う
人
の
目

を
和
ま
せ
る
。 

❒
新
日
鐵
住
金
社
宅
群
（
人
見
・
大
和
田
） 

最
盛
期
の
大
和
田
団
地
は
、
新
日
鐵
住
金

一
一
階
高
層
社
宅
が
一
二
棟
、
四
階
低
層
社

宅
が
一
一
棟
建
つ
マ
ン
モ
ス
団
地
群
だ
っ
た

が
、
平
成
二
六
年
に
Ｄ
一
～
三
棟
は
取
り
壊

さ
れ
た
。 

団
地
か
ら
は
市
街
地
・
新
日
鐵
住
金
の
工

場
群
・
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
・
海
ほ
た
る

と
波
の
塔
な
ど
東
京
湾
が
眺
望
で
き
る
。
一

帯
に
は
、
野
球
場
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
独
身
寮

な
ど
社
員
の
福
利
厚
生
施
設
が
あ
り
、
地
域

交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。 

       

人見 4 丁目ジョギングコース 

大和田団地航空写真 

(昭和 50 年頃) 

初日の出 （人見大橋） 

朝日に染まる人見 5 丁目田圃（三舟山・鹿野山を望む） 
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✍
周
西
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト 

周
西
に
は
四
季
折
々
、
自
然
の
変
化
を
楽

し
む
こ
と
が
出
来
る
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
最
近
、
人
見
山
山
頂
は
周
辺
の
木
々

が
伐
採
さ
れ
広
角
度
で
景
色
を
眺
望
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

と
り
わ
け
山
頂
か
ら
望
む
富
士
山
は
絶
景 

で
す
。
こ
の
章
に
は
、
見
る
場
所
に
よ
っ
て

歌
川
広
重
作
『
不
二
36
景
』
（
上
総
鹿
埜
山

鳥
居
崎
）
の
版
画
と
似
た
よ
う
な
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
写
真
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
写
真
を
ゲ
ッ
ト
す
る
に
は
、
季
節
・

気
象
条
件
・
根
気
が
必
要
で
す
。
私
の
「
人

見
山
大
鳥
居
先
」
作
品
を
目
指
し
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

 

      

マンモス団地群 （新日本製鐵大和田社宅）  ～平成 19 年頃～ 

新日鐵住金君津製鐵所工場群 

 （手前：新日鐵住金君津球場） 

東京湾 

（対岸：横浜） 

（中央：東京国際空港新滑走路基礎組立中の橋梁） 

上総鹿埜山鳥居崎 

（歌川広重作） 
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第
二
節 

古
墳
・
遺
跡 

 

                  

  

 

❒
権
現
塚
古
墳
（
坂
田
） 

 
 

権
現
塚
古
墳
は
坂
田
字
谷
七
三
二
番
地
に

あ
っ
た
。
こ
の
地
に
住
ん
で
い
た
者
は
水
越

姓
を
名
乗
り
、
ま
た
近
く
に
も
同
姓
の
家
が

あ
っ
た
。
権
現
塚
の
あ
る
水
越
家
は
屋
号
を

権
王
と
称
し
、
そ
の
祖
先
は
戦
国
時
代
に
和

田
城
（
大
和
田
山
）
の
守
備
に
あ
た
っ
た
武

将
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
西

裏
山
に
は
海
岸
を
見
お
ろ
す
見
晴
ら
し
の
よ

い
平
坦
地
が
あ
り
、
幅
広
い
勾
配
の
地
所
が

あ
っ
た
。
こ
の
地
を
権
王
山
と
い
っ
た
。 

（
『
坂
田
郷
土
誌
』
） 

塚
は
昭
和
一
四
年
（
注
１
）
、
千
葉
県
史
蹟

調
査
委
員
小
熊
吉
蔵
と
周
西
尋
常
小
学
校
訓

導
小
川
政
吉
が
地
元
の
水
越
清
等
の
協
力
で

四
月
二
一
日
か
ら
三
日
間
か
け
て
発
掘
し
た
。

形
状
は
丸
塚
だ
が
や
や
楕
円
形
。
直
径
約
三

ｍ
で
、
蓋
石
に
は
砂
質
凝
灰
角
蠻
岩
（
サ
シ

ツ
ギ
ョ
ウ
カ
イ
カ
ク
バ
ン
ガ
ン
）
の
上
質
の

も
の
三
枚
を
使
用
し
比
較
的
扁
平
な
大
き
な

石
で
羨
道
・
玄
室
を
覆
っ
て
い
た
。
壁
に
は

つ
ぶ
石
一
〇
個
と
岩
石
な
ど
が
粘
土
性
の
強

い
土
を
も
っ
て
塗
り
こ
め
て
あ
っ
た
。 

石
槨
（
セ
ッ
カ
ク
）
内
の
全
形
は
丁
字
形

を
な
し
、
奥
の
一
字
型
の
玄
室
は
幅
約
一
ｍ
、

長
さ
約
三
ｍ
あ
り
、
中
央
よ
り
分
岐
し
て
南

北
に
つ
く
ら
れ
た
羨
道
は
幅
一
ｍ
、
長
さ
八 

               

ｍ
、
深
さ
一
、
五
ｍ
に
及
び
、
南
に
延
び
て

外
部
ま
で
通
じ
て
い
る
。
玄
室
の
上
に
大
き

な
楠
の
木
が
生
え
て
い
た
の
で
そ
の
下
の
一

部
は
調
査
不
能
と
な
っ
た
。 

本名輪 

周西の遺跡古墳分布図 

発掘当時の権現塚古墳（昭和 14 年 4 月 21 日 ） 
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出
土
品
は
人
骨
（
玄
室
に
二
体
、
羨
道
に

七
、
八
体
分
）
、
直
刀
三
振
（
非
常
に
錆
び
折

れ
て
い
た
）
、
石
器
一
個
（
用
途
不
明
）
、
耳 

            

輪
三
個
、
管
玉
一
個
（
瑠
璃
色
）
、
硝
子
玉
一

個
（
小
さ
い
も
の
）
、
そ
の
他
三
個
（
用
途
名

称
は
不
明
）
。 

こ
の
古
墳
の
築
造
年
代
は
古
墳
時
代
の
末

期
に
属
し
、
單
葬
よ
り
合
葬
に
移
っ
た
時
代

の
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。 

（
「
房
総
郷
土
研
究 

第
六
巻
・
第
四
号 

 

昭
和
一
四
年
六
月
一
〇
日 

隔
月
發
行
」
） 

注
１ 

発
掘
時
期
は
諸
説
あ
る
。
石
碑
は

昭
和
八
年
と
刻
ま
れ
、
水
越
清
家
所
蔵
写
真

の
裏
書
は
昭
和
一
〇
年
？
（
マ
マ
）
、
「
房
総

郷
土
研
究
」
に
は
昭
和
一
四
年
と
書
か
れ
て

い
る
。
本
書
で
は
、
水
越
清
に
よ
る
古
墳
の

所
在
発
見
を
昭
和
八
年
、
発
掘
は
「
千
葉
県

史
蹟
調
査
委
員
小
熊
吉
蔵
調
査
報
告
書
」
に

あ
る
昭
和
一
四
年
を
採
用
す
る
。 

❒
妃
塚
古
墳
（
大
和
田
） 

妃
塚
古
墳
は
、
大
和
田
団
地
南
端
中
腹
（
記

念
碑
か
ら
東
方
向
、
字
中
ビ
ョ
）
に
あ
っ
た
。 

昭
和
三
七
年
、
社
宅
建
設
に
先
だ
ち
発
掘

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
今
か
ら
一
三
〇
〇
年
前

の
横
型
で
典
型
的
な
殉
死
古
墳
と
推
定
さ
れ

た
。
規
模
は
直
径
一
五
ｍ
の
円
墳
で
全
長
九
、

六
ｍ
の
横
穴
式
石
室
が
特
徴
。
そ
の
平
面
形

態
か
ら
「
Ｌ
字
型
石
室
」
と
よ
ば
れ
羨
道
（
セ

ン
ド
ウ
）
付
き
の
大
き
な
石
室
だ
っ
た
。 

     

                       

出土遺物「直刀」 

妃塚古墳 ｢字中ビョ｣山上 発掘状況 
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昭
和
三
七
年
一
月
一
九
日
調
査
し
た
時
は

確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
同
年
二
月
一
二
日

発
掘
に
成
功
し
た
。
古
墳
は
土
地
の
長
老
達

の
伝
説
通
り
の
姿
だ
っ
た
。
中
に
は
人
骨
一

一
体
分
、
直
刀
六
本
、
刀
子
五
本
、
耳
環
五

個
、
須
恵
器
二
個
、
土
師
器
碗
一
個
、
貝
の

腕
輪
一
個
、
矢
じ
り
二
個
、
釘
数
本
な
ど
。

直
刀
の
長
い
も
の
は
九
五
㎝
、
耳
環
は
金
メ

ッ
キ
の
銅
製
品
だ
っ
た
。
な
お
玄
室
は
一
段

高
く
玉
石
を
敷
き
詰
め
た
最
高
権
威
者
の
室

に
相
応
し
い
も
の
だ
っ
た
。 

（
『
君
津
製
鐵
所
十
年
の
歩
み
』
） 

❒
花
里
山
横
穴
群
（
大
和
田
） 

昭
和
四
六
年
、
大
和
田
団
地
の
区
画
整
理

事
業
に
伴
い
、
南
斜
面
中
腹
（
ふ
も
と
の
集

落
か
ら
見
て
約
三
〇
ｍ
高
い
位
置
）
に
あ
っ

た
横
穴
四
基
の
発
掘
調
査
を
開
始
し
た
。 

調
査
開
始
以
前
は
二
基
が
開
口
、
一
基
は

半
開
口
し
て
い
た
が
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ

て
新
た
に
一
基
が
発
見
さ
れ
、
台
地
斜
面
に

ほ
ぼ
一
直
線
上
に
配
列
し
た
状
態
で
所
在
し

て
い
た
。
花
里
山
横
穴
群
の
時
期
は
、
出
土

品
か
ら
七
世
紀
後
半
（
西
暦
六
五
〇
年
）
以

降
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

（
「
君
津
市
教
育
委
員
会 

発
掘
調
査
概
報
」
） 

                     

❒
本
名
輪
遺
跡
（
坂
田
） 

本
名
輪
遺
跡
は
県
道
九
〇
号
線
の
坂
田
交

差
点
か
ら
南
へ
約
三
〇
〇
ｍ
の
地
点
に
所
在

す
る
。
都
市
計
画
道
路
中
野
・
坂
田
線
改
良

事
業
に
伴
い
、
昭
和
六
〇
年
七
月
に
調
査
が

行
わ
れ
た
。 

こ
こ
は
弥
生
時
代
集
落
の
一
部
で
、
住
居

跡
内
の
施
設
や
土
器
に
相
模
地
方
と
の
共
通

性
が
あ
る
。
調
査
対
象
地
は
、
南
北
に
細
長

く
旧
海
岸
線
か
ら
至
近
距
離
に
あ
り
標
高
は

七
ｍ
で
あ
る
。 

検
出
さ
れ
た
遺
構
は
住
居
跡
八
軒
、
ピ
ッ

ト
群
一
ヶ
所
、
ピ
ッ
ト
一
五
ヶ
所
、
炉
跡
一

ヶ
所
、
溝
二
条
、
石
組
遺
構
一
基
、
全
体
に

遺
存
状
態
が
悪
い
。 

 

住
居
跡
は
四
本
の
主
柱
と
円
形
状
に
配
列

す
る
柱
穴
の
二
通
り
が
あ
っ
た
。
壁
・
床
が

残
っ
て
い
る
住
居
跡
は
一
軒
の
み
。
規
模
は

五
ｍ
位
で
弥
生
時
代
後
期
と
推
定
さ
れ
る
。 

出
土
遺
物
は
弥
生
土
器
の
壺
（
ツ
ボ
）・
甕

（
カ
メ
）
・
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
・
淺
鉢
な
ど
。 

そ
の
他
に
砥
石
・
石
鏃
（
ヤ
ジ
リ
）・
ガ
ラ
ス 

小
玉
（
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
）
・
炭
化
米
な
ど
が 

花里山横穴群（後方矢印部）  

前面：改葬中の大蓮寺 

 

花里山３号出土遺物 

 

須恵器 長頸壺 須恵器 平瓶 

土師器小型壺 

太刀片 



74 
 

               

あ
り
石
組
遺
構
（
埋
葬
施
設
）
と
思
わ
れ
る
。 

土
器
は
羽
状
縄
文
・
斜
行
縄
文
・
小
波
状

の
文
様
な
ど
が
施
さ
れ
て
い
る
。
出
土
品
か

ら
一
時
的
な
居
住
で
な
く
、
長
期
間
継
続
し

て
生
活
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 

東
側
山
上
に
あ
る
「
本
名
輪
遺
跡
公
園
」

と
遺
跡
発
掘
場
所
は
直
接
的
な
関
係
は
な
い
。 

特
に
炭
化
米
は
県
内
で
は
例
が
な
く
農
耕
を 

背
景
と
し
た
集
落
の 

一
端
が
う
か
が
え
る
。 

弥
生
式
遺
跡
は
近 

く
の
吉
ヶ
作
で
も
確 

認
さ
れ
て
い
る
が
未 

調
査
で
あ
る
。 

（
「
君
津
市
教
育
委

員
会
発
掘
調
査
概
報
」
） 

❒
東
仲
田
古
墳
（
坂
田
） 

年
代
不
明
。
当
古
墳
は
東
に
畑
沢
、
北
に

東
京
湾
、
西
に
坂
田
、
南
は
久
保
山
に
囲
ま

れ
た
旧
西
房
総
街
道
の
坂
田
丘
陵
側
中
央
部

に
位
置
す
る
。
南
下
す
る
と
明
王
塚
円
墳
、

山
の
根
付
近
に
は
仲
町
横
穴
群
（
一
七
基
）

が
あ
る
。 

昭
和
四
八
年
八
月
、
古
墳
の
発
掘
調
査
が

実
施
さ
れ
た
結
果
、
立
地
の
規
模
は
底
辺
二

〇
ｍ
、
高
さ
二
ｍ
の
三
角
形
の
台
地
上
に
径

七
ｍ
、
高
さ
一
ｍ
の
土
盛
り
を
し
た
円
墳
。 

 

石
棺
は
、
台
地
の
表
土
を
若
干
掘
り
下
げ

た
と
こ
ろ
に
粘
土
質
砂
岩
で
作
ら
れ
た
竪
穴

式
石
組
で
、
長
さ
二
一
三
㎝
、
幅
七
五
㎝
、

深
さ
四
〇
㎝
。
蓋
石
は
、
厚
さ
二
○
㎝
位
の

六
枚
の
板
石
。
底
石
に
は
、
厚
さ
二
〇
㎝
位

の
板
石
が
三
枚
、
側
壁
の
南
北
に
そ
れ
ぞ
れ

二
枚
、
東
西
一
枚
ず
つ
使
わ
れ
て
い
る
。 

            

出
土
遺
物
は
鉄
器
片
が
一
片
の
み
で
あ
っ

た
。
標
高
五
三
ｍ
の
狭
い
山
頂
に
構
築
さ
れ

た
た
め
か
古
墳
と
し
て
は
小
規
模
の
も
の
で

あ
る
。 

（
「
君
津
市
教
育
委
員
会 

発
掘
調
査
概
報
」
） 

❒
そ
の
他 

 

坂
田
字
仲
町
円
墳
一
基
、
坂
田
仲
町
横
穴 

古
墳
群
、
坂
田
字
原
横
穴
古
墳
群
が
あ
る
。 

 

発掘時の本名輪遺跡 

 

出土遺物 

（炭化米） 

石棺蓋 

 
石棺内部 

 



                       

                       

                       

覚
書 

（
出
典
：
大
和
田
区
有
文
書 

大
和
田
自
治
会
蔵
） 

延
寶
五
丁
巳
六
月
六
日 

大
和
田
、
中
富
境
界
裁
定
絵
図 

中
央
の
加
印
場
所
を
大
和
田
、
中
富
（
伽
藍
）
の
境
と
決
定 

※
「
絵
図
（
一
通
）
」、
「
覚
書
（
一
通
）
」
は
大
和
田
、
中
富
で
そ
れ
ぞ
れ
保
管 


